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　｢地球温暖化｣をはじめとする環境問題がますます身近になる一方で､世界の

国々が賛『司できる国際枠組みの構築は困難な状況にあります、

　このような状況下で対策が急がれる中､国際社会はどのように取り組むべきな

のでしょうか。

　ＣＳＲの最先端アメリカでの実体験をもとに日本企業向けのＣＳＲコンサルティ

ングを行うコーポレートシヂズンシップ代表の雨宮氏から世界で行われている地

球環境問題解決への取り組み等について､ご昭介いたします。

　　　　　　　　コーポレートシチズンシップ　代表取締役　雨宮寛氏

一

　今年の八一バード社会起業大会は３月５日出、６

日旧の二日間に豆り開催されました。初日の５日の

スタートは、ハーバーﾄﾞ大学のサンダース･シアター

において開催された現在グラミンーアメリカのアン

ドレア・ジュング氏の基調講演でした。ジュング氏

は世界的な化粧品メーカーであるエイボン・プロダ

クツのCFO兼会長を長く務めたアジア系の女|全経営

者の代表的な人物です。ジュング氏は、エイボンの

会長を退任後、新たな挑戦として、米国社会が抱え

る深刻な経済格差、貧困を解決するためにグラミンー

アメリカを率いることになりました。グラミン・ア

メリカは、２００６年にノーベル平和宦を受賞したグ

ラミン銀行（創設者のムハマド・ユヌス氏とともに

受賞）が母体となっており、米国の低所得者層に経

済的目立を促すために小口融資を行うマイクロファ

イナンス事業を展開しています。ジュング氏はビジ

ネスで成功を収めた後に、社会解決型のビジネスを

手掛けることになりました。基調講演後に､モデレー

ターの同大学カストゥーリ・ランガン教授から、若

者へのアドバイスを求められると､ジュング氏は､「自

分が社会に出た頃は社会解決をビジネス的なアプ

ロ一テで実践する企業はほとんどなかったため、進

路の選択肢が限られていました。もちろん、限られ

た選択肢の中で選んだエイボンで出世できたことは

素晴らしいことで、その成功があって、現在の立場

があると思っています。与えられた選択肢の中で、

自分の可能性を最大限引き出してください｡」と述べ

ました。ジュング氏に限らす、企業経営に成功した
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人々がリタイア後に社会課題解決に向けた取り組み

を手掛けることはありますが、ジュング氏が米国の

貧困解決を目指すことで、今後、さらに企業経営か

ら社会ビジネス経営へと優秀な人材の流れが大きく

なってくると思われます。
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　　一回'4‘･≒-、｡………:111111.4111a。にぷ四漑民心

　　Cサンダース・シアターのステージ上で対圈するグラミ
　　ン・アメリカのアンドレア・ジュングCEOとハーバード

　　大学カストりーリ・ランガン教授)

　サンダース・シアターの基調講演と複数のセッショ

ンを終えた後、大会は場所をハーバード・ケネディス

ハーバード社会起業大会２０１６報告(その３)
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クール（行政や国際開発の大学院）に移しました。こ

こでは複数の講義とワークショップが開催されました。
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　　Cハーバード・ケネディスクールのセッション風景｝

　ケネディスクールのセッションでは、インパクト

投資、教育、エネルギーをテーマとした講演やワー

クショップが多くありました。社会課題を解決する

ために、様々なリソースが必要となりますが、とく

に人材と資金が不足しているのが喫緊の問題ですの

で、これらのテーマが多くなったのではないかと思

います。

　２日目の６日(白)は、ハーバード･ビジネス・スクー

ルに場所を移して開催されました。この日の基調講

演は教育ＮＰＯとして全米で高く評価され、日本を含

む世界各国に支部を持つティーチ・フォー・アメリ

カの現CEOのエリサ・ヴィラヌエヴァ・ペアード氏

でした。ペアード氏自身が、大学卒業後にティーテ｡

フォー・アメＵ力(TFA)の研修を受け、実際に教

師として派遣された経験を持つ人でした。その後、

ＴＦＡに従業員として入社し、複数のポジションや支

部を経て、ＣＦ(⊃に選ばれました。アメリカの貧しい

家庭の子供たちの教育水準を上げる取り組みを15

年間行ってきて、今後も教育格差の解消に向けて取

り組む強い意志を示されておりました。その後も複

数の講演とセッション、ワークショップが夕方まで

開催されました。講演等の内容はインパクト投資や

教育、エネルギー・環境問題もありましたが、ビジ

ネス・スクールということもあり、ソーシャルビジ

ネスの起業方法や経営論などを議論するセッション

も多くありました。

　昨年は大雪の影響で日程が１日のみに短縮されま

したが、今年は天候に恵まれ、２日間無申にすぺて

　　（ハーバード・ビジネス・スクールのバーデン・ホールに

　　おける基調講演風景）

の講演、セッション、ワークショップが開催されま

した。今年気づいた点としましては、セッションや

ワークショップを行う側（話をする側）に実務経験

者が例年よりも多くいたことです。社会起業やソー

シャルビジネスを解決する課題を見出したり、検討

するという段階から、取○組んでいる課題を解決す

るために必要なアドバイスを求めなり、あるいは、

その取り組みを広く認知してもらうための内容が多

かったと思います。社会課題は永遠に無くならない

と思いますが、現在、解決に向けて取り組んでいる

団体や人々の活動や成果、リスクなどを聞くことが

できました。

　日本でも社会課題解決に向けた活動の組織化が大

きな流れを生み出しています。米国などの海外の事

例が必ずしも参考になるわけではなりませんが、大

きな社会の流れ、方向性として、社会課題解決をビ

ジネスとして運営していくことが可能な状況になっ

てきているのではないかとの思いを強くすることが

できました。

(注：画像の出所はすべてワールドスタディ)

コーポレートシチズンシップ代表取締役。ＤＷＭアセット・マネジ

メント：ＤＷＭインカムファンズ日本代表。明治大学公共政策大学

院および法政大学現代福祉学部兼任鵬師。ＣＦＡ協会認定証券アナリ

スト｡NPC］法人八ンズオン甕宗理事｡コロンビア大学ピジネススクー

ル経営学修士およぴハーバード大学ケネディ行政大学院行政学修士。

クレディ・スイスおよびモルカン・スタン［ノーにおいて資産運用商

品の商品開発を担当｡２００６年コーポレートシチズンシップを削壁。

「あなたのＴシャツはどこから来たのか？」（ピエトラ・リポリ著

東洋経済新報社）「暴走する資本主義」「格差と民主主義」（ロバート･

ライシュ著　東洋経済新報社）「ジ・ンガ世界で２徳目に売れている

ゲームの果てなき挑戦」（レスリー・スコット署　東洋経済新報社）

などを翻訳｡「アショカロＶＤ・社会起業家シＵ－ズ」監修。
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